
「修学旅行の思い出」 小学部 6 年 塚脇 光咲 

 事前学習では，しおりを眺めて修学旅行に行く日

を心待ちにしていました。特に,「ごはん」「かいも

の」と言って,楽しみにしていました。 

 1 日目の陶芸体験では,お皿にトトロの絵を描きま

した。ホテルでは,食事がおいしくて毎回全部食べま

した。２日目は,空港で展示してある飛行機に乗った

り,友達にお土 

産を買ったりし 

ました。 

小学部の楽し 

い思い出ができ 

ました。 

        「おいしかったホテルのごはん」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

「ふれあい運動会を終えて」   高等部 1年 三浦 智也 

 僕は，加治木養護学校に入学して，初めて運動会に参加しました。この運動会で思うことが二つありました。 

一つ目は，運動会に参加できたことです。今まで，中学校や小学校のときは，放送の係をするだけで，ほと

んどの種目に参加できませんでした。でも，加治木養護学校では，自分たちでルールを考え，種目に取り組む

ことができ，とてもよい経験ができたと思います。二つ目は，スラロームやフライングディスクなど，今まで

知らなかった様々な競技があったことです。今回参 

加したボウリング以外の競技も，来年の運動会で挑 

戦していきたいと思います。 

最後に，今回の運動会では，スポーツをする楽し 

さを，身をもって体感できました。これからも様々 

なスポーツを楽しんでいきたいと思います。 

ドナルドアピアランスショー 

今年度も毎年恒例の「ドナ 

ルドアピアランスショー」が 

アリーナにて開催されました。 

 今年のショーでは，ドナル 

ド持参の福笑いに児童生徒が 

参加したり，職員・保護者を交えてのジェスチャー

クイズなどが行われたりして，場内は大きな盛り上

がりを見せました。最後はダンスの曲が流れる中，

ドナルドが子どもたちの近くまでやってきて，一緒

に記念撮影。子どもたちの笑顔が大変印象的でした。 

 今年もショーを快く引き受けてくださったマクド

ナルド・加治木バイパス店のオーナー並びに店員の

皆様，どうもありがとうございました。 

できないことをできるように   校長 坂上 茂 

 ボウリングをスイッチで押せるようにしてほしいと頼まれて，パソコンとサーボ， 

それに昨年熊本大学の大杉研究室で開発された装置を接続して動かせるようにしま 

した。現在，紙の裁断ができる装置を開発中です。 

 このような技術的な支援をＡＴ（アシスティブテクノロジー）といいます。特別支 

援教育ではＩＣＴやＡＴを使って「できないことをできるように」支援しています。 

 最近では，重い障害の人のために視線入力や外部出力教材の開発も盛んにされてい 

ます。私は鹿児島県内や九州各県の先生方や関係機関の皆様とＩＣＴやＡＴについて 

研究する会やＳＮＳ等で情報交換をしております。 

今後とも新しい情報を入手して児童生徒のために日々教材開発をしていきたいです。 
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            いきいき学級は今年度，小学部２人，中学部１人，高等部４人，全員で７人の児

童生徒と３人の教師でスタートしました。 

それぞれの健康状態に合わせて，南九州病院の各病棟のベッドサイドや訪問教育

棟で自立活動を中心とする週６時間の個別の学習と合同の学習を行っています。運動会や交流学習，入学式と

いった学校での行事等にもスクーリングで参加しています。 

児童生徒は毎時間の学習をとても楽しみにしており，目標に 

向かってがんばっています。一人一人の可能性がさらに広が 

り，健やかで豊かに成長していけるように支援していきたい 

と思っています。                   「いきいきふれあい運動会」  「春を感じようの学習」 

 

 

           今年度の高等部は，新入生４人と職員８人を新たに迎え，生徒１７人，職員１７人

の計３４人でスタートしました。昨年度からほぼ半数の 

職員が入れ替わり，当初は少し戸惑いも見られましたが， 

生徒・職員とも〝心機一転〟日々頑張っています。 

 高等部では，１年を通して学部集会や交流学習，それに校外学習等，様々な 

学部行事が行われています。その中でも施設等体験学習・校内実習は高等部な 

らではのものです。一人一人の実態やニーズに応じて地域の事業所・施設で実 

際の仕事や生活を体験し，将来の社会生活や自立に向けて取り組んでいます。 

 リニューアルした(?)高等部をどうぞよろしくお願いいたします。 

        

         

             中学部は，今年度２年生１人，３年生１人，のびのび学級１３人，いきいき学級 

１人の計１６人でスタートしました。のびのび学級では学級での学習のほかに，合

同での朝の会や，音楽，体育の授業を実施し，友達や教師との触れ合いを大切にし 

ています。生徒の人数も増えてにぎやかに学習が進められています。学部行事としては，新入生歓迎会，修学

旅行，加治木中学校との交流学習，立志式，卒業生を 

送る会などが行われます。 

 生徒一人一人の教育的ニーズに合わせて，保護者の 

方々や看護師さんとの連携を大切にしながら，落ち着 

いて楽しく学習できるよう支援していきたいと思って 

います。                        「新入生歓迎会」    「合同朝の会」 

   今年度，小学部は，新１年生 4人の入学，6年生 2人の転入があり，2７人在籍

しています。毎年実施している「竜門小との交流学習」は，今年度初めて竜門小

の子どもたちが加治木養護学校に来校しての交流学習でした。毎年，継続的に交 

流学習をしている子どもたちなので，初めての 

場所に初めは緊張している様子も見られました 

が，３つのグループに分かれてのグループ交流 

では，ジェスチャーゲームをしたり，風船あそ 

びをしたり，子どもたち同士触れ合う中で，笑 

い声が響いていました。子ども同士視線を合わ 

せたり，しっかり手と手を合わせて触れ合った 

り，関わりが深められた素敵な時間となりました。       「竜門小学校との交流学習」 

なりました。 
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「対面式」 

「のびのび学級校外学習」 


